
（JTUC）連合ニュース 発行日／2024年1月10日（水）
発行元／日本労働組合総連合会福島県連合会
　　　　会津若松地区連合会
発行人／寺岡　　毅
編集人／山田　保道
印　刷／北斗印刷㈱   TEL.0242-32-2366

〒965-0026
会津若松市平安町3-3 会津協働会館内
TEL.0242-24-0500　FAX.0242-24-0564

【 】【 第 43 号 第 43 号】

新年あけましておめでとうございます。
本年も、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
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室井市長へ要請書 要請概要を説明

会津若松市に対する政策要請行動について取り組みました。３つの専門
部会においてそれぞれの要請内容について意見交換し要請内容をまとめ、
政策討論集会において全体の要請案として確認し市長へ要請しました。
なお、文書で回答されており、内容を確認し次回の取り組みへ繋げます。

２０２３年度政策要請行動２０２３年度政策要請行動

◇日　時：2023年10月13日（金）11時～11時15分
◇場　所：市内（市庁舎市長室）
◇内　容： 令和 6年度市政予算編成に関わる要請書の提出・要旨説明
◇対　応： 寺岡議長、結城副議長、小松事務局次長、田中事務局長
 村澤市議に同席いただきました。

受講者の皆さん年金について説明する佐藤講師

福島県労福協主催「退職準備セミナー」in会津地域は、12月16日（土）に会津労働福祉会
館にて開催いたしました。

地区連合・地区労福協との2団体で構成する実行委員会
（会津若松地区連合・会津地区労福協の役員）主催の第35
回勤労者作品展を開催しました。
勤労者の文化活動、余暇活動の推進を目的に、組織内

外を問わず広く作品を募集し、文化創造に寄与すると共に
勤労市民のふれあいの場となりました。
◇開催日時　2023年11月１日（水）～11月３日（金）まで 3日間
　　　　　　9：00 ～18：00（最終日は16：00まで）
◇開催場所　会津若松市文化センター（特設展示場他）

退職準備セミナーの開催退職準備セミナーの開催

除雪ボランティアの募集除雪ボランティアの募集除雪ボランティアの募集除雪ボランティアの募集

◇日　時：12月16日（土）
 13時30分～
 16時30分
◇場　所：会津労働福祉会館
◇受講者：20名
◇内　容： ◇退職時の税金関係について（講師：会津若松市税務課　竹田　義信氏）
 ◇年金制度概要・手続きについて（講師：日本年金機構会津若松年金事務所・お客様相談室長　佐藤　孝志氏）
 ◇退職後の保障設計について（講師：こくみん共済coop会津支所・支所長　澤畑　天馬氏）
 ◇退所後のお金の活用策について（講師：東北労金若松支店・アセットプランナー　今泉　正輝氏）
 ◇終活について（講師：一般財団法人福島県民共済会　佐藤　美由紀氏）

◇作品は、写真の部…52点、書の部…22点、絵画の部…21
点、計109点（特別展示として、会津若松市勤労者青少年
ホーム書道講座より14点）
◇各部門において、会津若松市長賞・会津若松市教育長賞・
実行委員長賞の各金賞の他銀賞を審査。受賞された皆様
おめでとうございます。
　残念ながら表彰式と交流会については中止といたしました。
◇3日間延べ約380名の来場者でした。来場者からは「よかっ
た」との声もいただき有意義な展示会となりました。

写真の部

〈作品展の様子〉

絵画の部

書の部

受付

今年も例年通り、会津若松市社会福祉協議会様と連携し、高齢者宅を中心に除雪ボランティ
アに取り組みます。スケールメリットを活かし取り組みたいと思いますので、参加希望の方は
構成組織（産別組合）を通じてボランティアの登録をお願いいたします。

第一次行動日：2024年１月13日（土）９時～　
第二次行動日：2024年１月20日（土）９時～
第三次行動日：2024年１月27日（土）９時～
第四次行動日：2024年２月　3日（土）９時～
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勤労者作品展の開催第35回

定期大会において、2023年度の取り組みを総括し２０２４・２０２５年度向こう２年間の運動方針を決定、新役員のも
と２０２４年の活動をスタートしました。引き続き、地域に顔のみえる・地元貢献を意識し運動を推進、地区連合の役割
を果たしてまいります。

会津若松地区連合 第33回定期大会報告

日　時：２０２３年１２月１日（金）１８時～
場　所：会津若松市白虎町（会津若松ワシントンホテル）
構　成：代議員４５名中３７名出席、役員２３名中２１名出席
◇連合福島連帯の挨拶、ご来賓の祝辞、
そして大会議長（自治労　川村代議員　電力総連　鈴木代議員）の進行のもと
各議案を審議し、すべて承認されました。
議　事：報告事項　２０２３年度活動報告・一般会計決算報告・監査報告
　　　　　　　　　　＊採決の結果、満場の拍手で承認されました。
　　　　議案第一号　２０２４・２０２５年度運動方針（案）について
　　　　　　　　　　＊採決の結果、満場一致で承認されました。
　　　　議案第二号　２０２３年度剰余金処分（案）及び２０２４年度予算（案）について
　　　　　　　　　　＊採決の結果、満場一致で承認されました。
　　　　議案第三号　役員の選出について
　　　　　　　　　　＊満場の拍手をもって承認されました。
◇そして、大会宣言　及び　特
別決議の採択、寺岡議長のガ
ンバロウ三唱で終了しました。
２０２４年スタートにあたり、各
産別組織・組合そして組合員
の皆さまのご支援・ご協力を
お願い申し上げます。

福島復興・創生に全力を尽くそう！
仲間の輪を広げ　安心社会をめざす」～大会スローガン

議案の提案

代議員の皆さん　一致団結してガンバロウ

左側-来賓・中央-大会議長・右側-地区連合役員
連合福島澤田会長
連帯挨拶　 小熊衆議院議員室井市長

大会議長お疲れ様でした

寺岡議長の挨拶

来賓
祝辞

年頭のごあいさつ ～仲間の輪を広げ　安心社会を目指し
　地域・地元に根差した運動を引き続き推進します～

連合福島会津若松地区連合会
議　長 　寺 岡 　 毅

　会津若松地区連合に加盟する構成組織・加
盟組合、そして働く仲間の皆さま、あけまし
ておめでとうございます。また、健やかに新
年を迎えられたこととお喜び申し上げます。

昨年、コロナ感染症は感染法上５類に変更され通常の生活に戻りつ
つあり、できる限り通常に戻し地区連合運動を推進してまいりまし
た。皆様には多大なるご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げま
す。また、昨年12月に第33回となる定期大会を開催し、新役員体制
のもと活動をスタートいたしました。引き続き、地区連合役員の皆
さまそして構成組織・加盟組合のご支援・ご協力を賜り、地区連合
の役割を果たしてまいりますので、よろしくお願いいたします。

さて、コロナ感染対策をしながら生活するスタイルや仕事にお
いてもテレワーク・在宅勤務が定着しております。ビジネスマン
の新幹線利用なども減少していると聞いており、出張等が少ない
現状が伺えます。やはりコロナ禍における大きな影響は、コミュ

ニケーションの希薄化が相当進んでいることだと思っておりま
す。あらためて活動における対面で話し合いや意見交換・協議
をすることの重要性を感じております。
今年はぜひコミュニケーションを意識しながら取り組みを推
進してまいります。また、自然の猛威、地震や豪雨災害も毎年
発生しており復興・創生に向けた取り組み、そして働き方の改
善や安心社会を目指し活動してまいります。
　
会津若松地区連合は第33回定期大会を開催し、連合本部・連
合福島の運動方針（重点分野を設定し具体的な運動方針を確
立）を基本に、実行部隊として2023年度の運動を総括し2024年
2025年度の向こう２年間の具体的な活動方針を決定しました。
連合福島・各構成組織・加盟組合・組合員と連携を密にし、
基本である労働者・生活者に寄り添った労働運動実現に向け、
全員一丸となり活動を推進してまいります。皆さまの一番身近
な存在であり続けるため組織強化に努め、そして皆さんのご支
援のもと、地域に顔の見える・地元に根差した運動を意識し世
論喚起はじめ地区連合の役割を果たしてまいります。引き続き
の深いご理解と絶大なるご支援をお願いいたしまして一言年頭
のご挨拶といたします。
共に頑張りましょう。


